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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　この博士学位申請論文は，二澤氏がこれまで３年間にわたって，児童生徒にとって理解が困難との指摘が
ある関数学習において，その課題を打開するために児童生徒の認識を考慮した関数の学習モデルを構築し，
これに基づいて関数理解の促進につながる概念を特定すること，特定した概念の形成のための学習の枠組み
について考案し教材を開発すること，その有効性に関して教育実践を通して示すことを目的として，まとめ
あげたものである。
　論文構成としては，序論，第１章：数学概念の認知・認識に関する基礎的考察，第２章：関数学習の意義
と課題，第３章：関数学習の理論的研究，第４章：関数概念に関する児童生徒の認知・認識と学習の枠組み，
第５章：途上概念形成のための教材及び教育実践，第６章：本研究の総括と今後の課題である。この本論文
について，その特徴と評価すべき点について述べていく。
１．序論では，研究目的の設定を行っている。本研究の目的について，先行研究で指摘されている関数学習
における課題の打開のため，児童生徒の認識に焦点をあて，数学概念の理解研究などに基づき，数学概念の
理解あるいは数学概念の形成の様相や過程を考察し，新たな関数学習の枠組みを構築すること，この枠組み
をもとに，関数理解の促進につながる概念を特定すること，そして構築した関数の学習モデルに基づき認識
調査を実施し，その結果を考慮して教材開発を行い，教育実践を通してそれらの妥当性を検証すること，と
しているように，明確で適切な目的の設定ができている。
２．第１章では，数学概念の認知・認識の特徴に関して，先行研究を詳細に検証することから，「数学を理
解する，または数学概念を形成するためには，その基になる概念が児童生徒に形成されることが必要である
こと。理解研究で示されたように数学の思考は漸次的であり，数学を理解する過程は方法の対象化で説明さ
れ，理解の過程における水準間の移行は再帰的，超越的であること。最初の起点領域は児童生徒の感覚－運
－ 4 －
動経験から形成されること。」と十分な知見のもとで新たな視点からの特徴を示すことができている。
３．第２章では，関数教育に関する先行研究をまとめ，「関数学習の中心的な課題を「実在の現象の中に関
数を見いだすこと」，つまり現実の事象から変量を抽出し，関数関係にあるような２変量を対応させること
である。」と現在的な視点から課題を示すことができている。
４．第３章においては，関数概念に関する先行研究を詳細に検討し，学習モデルとして，児童生徒の認識
を考慮した抽象的な関数概念の理解を促進するための「途上概念」という新たにオリジナルな概念を設定
できている。
５．第４章では，実際に「途上概念」の形成の様相に関して認識調査を行うことから，途上概念の形成の
必要性を示し，そのための新たな学習の枠組みと教材開発の検討が必要であることを示すことができ，ま
たその妥当性のエビデンスを明確に示すことができている。
６．第５章では，途上概念のモデルだけにとどまらず，さらに新たな途上概念形成のための教材を実際に
開発することができており，さらには，教育実践によりその妥当性を実証的に示すことができている。こ
うした一連の研究方法は，研究の目的を達成するために適切かつ主体的であり，また，一定の客観性があ
るといえる。また明確で独創的な結論を得ることができている。
　以上のように，本論文は現在の数学教育においては，従前から指摘されてきたものの，未だ解決できてい
ない重要な課題に関して，明確で適切な研究目的の設定がなされ，多くの先行研究を多岐な視点から整理し，
現在的な視点から新たな知見を引き出すことができ，オリジナルな概念設定をするなど先行研究で指摘さ
れた課題に対峙し得る発想や着眼点を示している。さらには，研究目的を達成するために，理論の提案だ
けにとどまるのではなく，調査や教材の作成を行い，認識調査や教育実践によりその妥当性のエビデンス
を児童生徒の実際の認識にまでふみこんだ実践ベースで実証的に示すことができているように，その方法
は適切かつ主体的に行なわれ，結果として研究目的に対応した明確かつ独創的な結論を得ることができて
いる。研究全体として，文章全体が確かな表現力によって支えられ，目次・章立て・引用などに関して十
分な体裁がととのっており，適切な倫理的配慮もなされている。なお，理論の検証方法を改善することや
他の段階を検証すること，また用語の精査をすることなどのいくつかの課題も挙げられるが，数学教育学
の研究として大いに評価ができ，学校現場にも波及できる研究ともいえ，この分野における研究を発展さ
せるに足る学術的価値として評価ができる素晴らしい研究といえる。
　以上のことから，本審査委員会は，本論文について教育学研究科学位論文審査基準を充分に満たすもの
であると評価し，二澤善紀氏は博士（教育学）の学位を授与するのにふさわしいと判断する。
